
多発している集中豪雨（ゲリラ豪雨）から道路利用者を守ります

路面冠水警報表示システム

www.iwasaki.co.jp
〒103-0004 東京都中央区東日本橋1-1-7 京王東日本橋ビル

このカタログの記載内容は2024年3月現在のものです。 JIBD-K.24.3

表示文字が判読できる表示板からの距離
文字高さと次の条件により算出します。
文字種（漢字の場合複雑さ(画数)も加味）
走行速度

表示内容を判読するのに必要な表示板からの距離
消失距離＋判読に要する距離

表示板の文字が視界から消え始める距離
表示板の高さにより決まります。

判読の間に車両が走る距離
文字数により必要時間が決まります。

文字高さ30cm 50km／h   77m
 60km／h   76m
文字高さ45cm 50km／h 116m
 60km／h 113m

視 認 距 離

必 要 距 離

消 失 距 離

判読に要する距離

：

：

：

：

視認距離 ≧ 必要距離

※イメージ写真です。

三原市三原市 国土交通省 首都国道事務所

四日市市 神戸市

視認距離 必要距離

｢道路標識設置基準・同解説｣(令和2年6月(社)  日本道路協会）

■商品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

表示板形式
表示文字数
表示方式
表示色
表示文字サイズ
表示項目数
輝度
半値角度
その他
外形寸法
（参考）
質量（参考）

標準：横形（縦形も対応可能）
ＬＥＤ式（標準：4文字表示）5文字以上の表示文字数もオプション対応可能
連続点灯、点滅表示、表示項目２項目による交互表示
３色（赤・緑・黄）
標準：縦３００ｍｍ×横 30０ｍｍ（縦４５０ｍｍ×横３９０ｍｍもオプション対応可能）
標準：８可変
4，0００ｃｄ／㎡以上（黄色）
±2０°以上
回転灯、注意灯、サイレンスピーカの接続もオプション対応可能
W1,450 × H350 × D150mm（横形 :4 文字表示の場合）
W350 × H1,450 × D150mm（縦形 :4 文字表示の場合）
40kg（4文字表示の場合）

項目 仕様・概要
検知方式 電極式
項目 仕様・概要

遠方監視方式

手元操作
雷サージ保護
停電補償
その他
外形寸法（参考）
質量（参考）

一般加入回線を使用した自動通報装置からの音声通報方式
管理事務所からの遠隔制御もオプション対応可能
インターネットが可能な通信回線であれば、ｅ－ｍａｉｌによる通報もオプション対応可能
表示項目操作、調光操作、表示素子断芯テスト
ＳＰＤ実装
環境対応形ＵＰＳにてオプション対応可能
簡易式気象観測装置、Ｗｅｂカメラ装置の接続もオプション対応可能
W550 × H1,200 × D450mm
100kg

項目 仕様・概要

冠水警報表示板 水位検知器

制御機

※岩崎電気の路面冠水警報表示システムは全国に数多くの納入実績があり、現地の状況に応じた最適な提案をご提供しています。

表示文字高さと視認距離の関係について

路面冠水警報表示システム概略仕様

納入事例

消失距離

ドライバー目線の高さ

高さH

冠水警報表示板

消失点

必要距離

判読に要する距離

68m
73m

50km／h
60km／h
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冠水通行止 大雨警報 走行注意

携帯電話 固定電話 e-mail PC

表示例
（小型表示板の場合）

冠水警報表示板参考図
（小型表示板の場合）

注意レベル (第１段階 )

危険レベル (第２段階 )

⇄
交互表示

⇄
交互表示

監視モニター盤

※写真はUPSR42タイプです。

電極式水位検知器

制御機

webカメラ装置

水位検知器

冠水警報表示板

制御機

簡易式気
象観測装置

・音声メッセージによる自動通報
・e-mailによる自動通報
・PCによる遠方監視制御

外観図

道路冠水時における安全対策のために

システム構成

特　長

近年、全国的に多発している局地的なゲリラ豪雨により、
短時間にアンダーパス等の路面が低くなっている箇所に雨水がたまり、道路が冠水するケースが多発しています。
路面冠水警報表示システムは、アンダーパス内に設置した水位検知器で水位検出を行い、
アンダーパス手前に設置した冠水警報表示板に「冠水通行止」「冠水通行注意」等の冠水表示を瞬時に行って
ドライバーに注意を喚起します。

表示方式として、連続点灯の他に、点滅表示や表示項目２項目間に
よる交互表示にも対応可能です。

必要な視認距離に応じた表示文字高さ450mmや300mmをお選びい
ただくことができ、現地の状況によっては小型の表示にも対応します。

水位検知器からの冠水信号を検知すると、
水位レベルに応じた表示を冠水警報表示
板に制御します。また同時に使用回線に応
じた手段にて音声メッセージやe-mailで
自動通知します。多彩なオプションにより、
停電補償の実装やwebカメラ、簡易式気
象観測装置の接続が可能です。

水位検知器で冠水信号
（注意レベル、危険レベ
ル）を検知します。

視認性に優れた高輝度
LEDの採用で悪天候下
でも確実に視認できる
冠水警報表示板です。

60
0

60250

点滅表示 交互表示

制御機内に自動通報装置を内蔵して、冠水時には管理事務所や管理者の携帯電話に音声メッセージによ
る自動通報が可能です（自動通報装置はオプション対応）。また、インターネットが利用できる通信回線の
場合にはe-mailによる通報も可能です。
・管理事務所に、パソコンを使用した操作機や、冠水警報専用の監視モニター盤を設置することで、
　遠隔制御もオプション対応が可能です。晴天時等冠水の心配がない時に、ドライバー向けに様々な情報提供が行えます。
　その時にあっても、冠水時においては優先され、冠水表示に切り替わります。

停電補償機能を実装すれば、停電時にも冠水警報表示が行えるようになります。使用するバッテリは、国産
電気自動車で使われたリチウムイオンバッテリをリユースすることで、バッテリ製造時のCO2排出ゼロを実
現し、かつ、長時間の停電補償が可能となり、冠水警報の通報から管理者が現地に出動し、通行規制をかけ
るまでの間、停電補償を継続します。
（停電補償機能はオプション対応）

自動通報機能

停電補償機能

簡易式気象観測装置やＷｅｂカメラ装置を共架することで、管理事務所で冠水エリアの気象状況の情報収集や路面状況の監視
が行えます。（共にオプション対応）

水位検知器の種類は多くありますが、岩崎電気では電極式水位検知器をおすすめしています。 
特長として、
・動作原理が簡単なため、構造的に故障しにくい。（信頼性が高い）
・厚さが薄いため、設置スペースのない狭い場所にも取り付けられます。
・他の検知器と比較して安価です。

気象情報の収集や路面状況の監視が行えます

多彩な表示方式

高輝度ＬＥＤの採用でより見やすく、悪天候下でもドライバーが確実に視認できる高い視認性を確保しました。
・赤色は色弱障害者対策としてドミナント波長６２５～６３０ｎｍ（±５ｎｍ）を満足しています。
・表示色は３色仕様（赤・緑・黄）です。

高い視認性

1 2 3

2

1
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水位を検知 受信・制御・通報 注意喚起表示
水位検知器

　自動車は排気管が水をかぶるとエンジンが停止し、動けなくなります。
排気管の高さは軽自動車では約20cmですので、道路の冠水深さ15cm
（または20cm）以上を危険レベルとして、冠水警報表示板にて「冠水通
行止」と表示し、通行車両の進入を防止します。（岩崎電気推奨値）

　なお、実際に電極の先端位置を決定するときは、路面の高さは一様
ではないことに注意し、車両が深いほうに進んだ場合でも、最深部で
15cm（または20cm）を超さないように注意が必要です。

電極A
（共通）

電極B

電極C

電極A
（共通）

電極B

電極C

電極A
（共通）

電極B

電極C

❶通常時、各電極間に導通はあ
りません。（電極Aは、B、Cに対し
て共通の電極になっています）

❷この水位において、電極
A-B間が導通します。
（表示：冠水通行注意）

❸この水位において、電極
A-BおよびA-C間が導通しま
す。（表示：冠水通行止）

冠水検知深さ

―

5cm以上
（10cm以上）

15cm以上
（20cm以上）

電極Ａ

電極B

電極C

コモン用

注意レベル検知用

危険レベル検知用

電極の先端位置例
（路面よりの高さ）

０～４cm

5cm
（10cm）

15cm
（20cm）

電極の種別

※注意（５ｃｍ）、危険（１５ｃｍ）の組み合わせか注意（１０ｃｍ）、危険（２０ｃｍ）の組み合わせのいずれ
　かが多く採用されています。

←水位

←水位

冠水深さの設定について
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インターネットが可能な通信回線であれば、ｅ－ｍａｉｌによる通報もオプション対応可能
表示項目操作、調光操作、表示素子断芯テスト
ＳＰＤ実装
環境対応形ＵＰＳにてオプション対応可能
簡易式気象観測装置、Ｗｅｂカメラ装置の接続もオプション対応可能
W550 × H1,200 × D450mm
100kg

項目 仕様・概要

冠水警報表示板 水位検知器

制御機

※岩崎電気の路面冠水警報表示システムは全国に数多くの納入実績があり、現地の状況に応じた最適な提案をご提供しています。

表示文字高さと視認距離の関係について

路面冠水警報表示システム概略仕様

納入事例

消失距離

ドライバー目線の高さ

高さH

冠水警報表示板

消失点

必要距離

判読に要する距離

68m
73m

50km／h
60km／h
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